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§1. HIV/AIDSとは



HIV: Human Immunodeficiency Virus
 ヒト免疫不全ウイルス

 AIDS: Acquired Immunodeficiency Syndrome
 後天性免疫不全症候群



1981年6月5日
AIDSと考えられる最初のCDCによる公式報告

1980年10月〜1981年5月に5例の男性同性愛者が
カリニ肺炎の治療をロサンゼルス市内で受けた。
さらに、5例ともサイトメガロウイルス感染と
粘膜カンジダ感染を呈していた。
5例のうち2例は死亡した。

1981年7月3日
30ヶ月間で26例の男性同性愛者でカポジ肉腫
とニューモシスチス肺炎の報告

26例の患者の年齢:26〜51歳（平均39歳）
25例：白人、1例：黒人
カポジ肉腫と診断された8例はその後24ヶ月以内に
全例が死亡



➢ 1982年9月（MMWR 31(37); 507-8, 513-4）

  CDCが初めて「AIDS」という用語を使用

➢ 1982年12月（MMWR 31(48); 652-4）

  輸血でAIDSになる可能性

➢ 1982年12月（MMWR 31(49); 665-7）

  AIDSが母子間伝搬する可能性

➢ 1983年1月（MMWR 31(52); 697-8）

  AIDSの男性との性行為により女性がAIDSに

➢ 1983年3月（MMWR 32(8); 101-3）

  大部分のAIDS患者はの男性同性愛者、麻薬静脈注射常用者、血友
病患者、ハイチ人だと発表



MMWR 31(49); 665-7, 1982

4例の免疫不全および日和見感染症の児（2歳未満）を報告

症例1

母
• 29歳 ニューヨーク市在住 麻薬静脈注射常用者
• 1980年12月に妊娠36-38週で分娩
• 分娩時は健康
• 1981年10月 発熱、呼吸困難、鵞口瘡
• 1ヶ月後にカリニ肺炎で死亡
• リンパ球減少が確認されたが更なる免疫学検査はされなかった

児
• 出生時体重 5lb14oz（2,665ｇ）
• 生後3ヶ月 口腔カンジダ症が見られるまでは健康
• 生後4ヶ月 肝脾腫
• 生後7ヶ月 ブドウ球菌性膿痂疹
• 生後9ヶ月 血清IgG, IgM, IgAレベルは正常
• 生後17ヶ月 進行性肺浸潤で入院
 Mycobacterium avium-intracellulareが分離される
• 生後20ヶ月 リンパ球減少
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Barré-Sinoussi F, Chermann JC, Rey F, Nugeyre MT, 
Chamaret S, Gruest J, Dauguet C, Axler-Blin C, 
Vézinet-Brun F, Rouzioux C, Rozenbaum W, 
Montagnier L.
Isolation of a T-lymphotropic retrovirus from a patient 
at risk for acquired immune deficiency syndrome 
(AIDS).
Science. 1983 May 20; 220 (4599): 868-71.

AIDSの原因ウイルスの発見

この論文ではまだ「HIV」と記載されておらず、
1986年に国際ウイルス学会がエイズの原因ウイルスをHIVと命名



§2:HIV/AIDSの現状



2022年末での推定HIV感染者数

西・中央アフリカ
420万〜550万人

東欧・中央アジア
180万〜210万人

西欧・中欧・北米
190万〜260万人

東・南アフリカ
1,740万〜2,450万人

合計 3,900万人（3,310万〜4,570万人）
UNAIDS報告

アジア・太平洋
530万〜780万人

ラテンアメリカ
200万〜250万人

カリブ海
29万〜38万人

中東・北アフリカ
16万〜22万人



2022年の15歳未満新規HIV感染者数

西・中央アフリカ
34,000〜69,000人

東欧・中央アジア
少数

西欧・中欧・北米
少数

東・南アフリカ
38,000〜100,000人

合計 13万人（9万〜21万人）
UNAIDS報告

アジア・太平洋
8,600〜18,000人

ラテンアメリカ
2,900〜4,700人

カリブ海
1,100〜2,100人

中東・北アフリカ
1,300〜2,100人



世界の現状

HIV感染者・AIDS発症者 3,900万人（3,310万〜4,570万人）

2022年の新規感染者     130万人（100万人〜170万人）
うち小児の新規感染者  13万人（    9万人〜  21万人）

2022年のAIDSによる死者   63万人（48万人〜88万人）

UNAIDS報告



主なパンデミックの総死者数

AIDSは20世紀後半に発生が確認された新興感染症の中
で唯一パンデミックのレベルに達し、いまなお、そのパン
デミックが続いている感染症

https://www.bbc.co.uk/news/resources/idt-b254ccd5-01b1-4d5c-80c9-1c52f04d3927



エイズ動向委員会報告

日本の現状
（2023年末まで）

HIV感染者 24,532人
（青森県） 73人

AIDS患者 10,849人
（青森県） 45人



エイズ動向委員会報告

日本の現状
（2023年の人口10万対）

HIV感染者 0.538人
（青森県） 0.169人

AIDS患者 0.234人
（青森県） 0.338人



日本でのHIV感染者・AIDS患者報告数の累積推移



1985〜1990年

1985年（昭和60年）
日本で最初のエイズ患者認定

1987年（昭和62年）
日本人女性で最初のエイズ患者報告

1987年（昭和62年）
日本国内で最初のHIV感染妊婦の分娩

1987年（昭和62年）
FDAがAZTをエイズ治療薬として承認

1988年（昭和63年）
国立予防衛生研究所(現・国立感染症研究所)にエイズ研究センター 設置

1989年（平成元年）
後天性免疫不全症候群の予防に関する法律 施行



1991〜2000年

1993年（平成5年）
日本でのHIV感染者報告数（累計） 1,000例超

1994年（平成6年）
多剤併用療法（cART療法）の有効性証明

1994年（平成6年）
47都道府県の239医療機関（当時）をエイズ拠点病院（現在392）に選定

1994年（平成6年）
HIV母子感染対策（ACTG 076） 母子感染を70％抑制できると報告（米国）

1998年（平成10年）
厚生省HIV母子感染研究班（現・吉野班）がHIV母子感染の全国調査を開始

1999年（平成11年）
感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律 施行



2000〜2010年

2002年（平成14年）
UNAIDSがサハラ以南のアフリカの平均寿命が62歳から47歳に低下と報告
（AIDSが原因）

2008年（平成20年）
日本でのHIV感染者報告数（累計） 10,000例超

2008年（平成20年）
厚生労働省通知 多くの自治体で妊婦のHIV検査に公的補助

2008年（平成20年）
日本産科婦人科学会「産婦人科診療ガイドライン--産科編」 HIV検査：推奨B
（現在・推奨A）



2011〜2015年

2011年（平成23年）
WHO 2015年までにHIV母子感染根絶を計画

2013年（平成25年）
日本でのHIV感染者報告数（累計） 15,000例超

2013年（平成25年）
アメリカの支援プログラムによってサハラ以南のアフリカで、医療行為により
HIV母子感染を避けられた子どもが100万人を突破



2016年〜現在

2017年（平成29年）
HIV感染者の平均余命が治療薬により一般とほぼ同等

2018年（平成30年）
日本でのHIV感染者報告数（累計） 20,000例超

2018年（平成30年）
日本でのHIV感染妊婦報告数（累計） 1,000例超

2018年（平成30年）
UNAIDS U=U（Undetectable = Untransmittable）を支持

2018年（平成30年）
WHO 2030年までにHIV母子感染根絶を計画



§3:HIVの感染経路



HIVの感染経路

• HIVに感染すると、HIVは血液、精液、膣分泌液、母乳などに多く分泌

• 唾液、涙、尿などの体液では他のヒトに感染させるだけのウイルス量は分泌
されない

• 感染は、粘膜（腸管、膣、口腔内など）および血管に達するような皮膚の傷
（針刺し事故等）

• 傷のない皮膚からは感染しない

• 主な感染経路は「性的感染」、「血液感染」、「母子感染」



HIVの感染経路

暴露経路（感染リスク）
1回あたりの暴露で
感染する可能性

輸血 90％

静脈注射ドラッグ使用時の針の共有 0.67％

アナルセックス（受け入れ側） 0.5％

針刺し事故 0.3％

膣を使ったセックス（女性側） 0.1％

アナルセックス（挿入側） 0.067％

膣を使ったセックス（男性側） 0.05％



§4:HIV母子感染



HIV母子感染 感染経路

子宮内感染 経産道感染 母乳感染

未治療の場合の
児への感染率

5％未満 10-15％ 5-20％

全体で25-40％程度



HIV感染妊婦 症例数 1,194例（2022年末まで）

（人）

H
IV
感
染
妊
婦

症
例
数

1997年頃まで
急激に増加

1997〜2018年
毎年40前後で推移

近年は
減少傾向か？



HIV感染妊婦 症例数（10万対）

分娩数

分娩10万件あたりのHIV感染妊婦数

分
娩

1
0
万
件
あ
た
り
の

H
IV
感
染
妊
婦
数

分
娩
数



51例〜

11〜50例

6〜10例

1〜5例

0例

都道府県 症例数
東京 314
愛知 118
神奈川 116
千葉 93
大阪 77
¦

福島 10
¦

宮城 6
¦

秋田 4
¦

岩手 3
¦

山形 2
青森 1
和歌山 0
佐賀 0

青森県からは1996年に報告

HIV感染妊婦 症例数 1,194例（2022年末まで）



HIV感染妊婦 国籍

1999年以前

34.2%

2000-2005年 2006-2011年

2012-2017年 2018-2022年

40.2% 44.9%

58.0% 57.5%

日本

タイ

ブラジル

その他



HIV感染妊婦 分娩様式

1999年以前

57.3%

2000-2005年 2006-2011年

2012-2017年 2018-2022年

83.6% 76.6%

76.6% 84.6%

選択的帝王切開

緊急帝王切開

経腟

分娩様式不明



HIV母子感染 年次推移

これまでに報告されたHIV母子感染症例 63例
このうち日本国内での妊娠転帰 41例

H
IV
母
子
感
染
症
例
数
（
国
内
）

2000年以降抗HIV薬の
多剤併用(cART)が一般化

国内で年間1-2症例が散発

選択的帝王切開

緊急帝王切開

経腟



HIV母子感染 （2010年以降の症例）

分娩年
妊婦
国籍

分娩
場所

在胎
週数

分娩
様式

母乳
栄養

特記事項

2010 日本 病院 39 経腟 なし
陰性の検査報告を持参して受診。HIV陰性の
妊婦として対応。

2010 外国 病院 37
選択的
帝切

なし 妊娠34週でHIV感染判明。cARTを3週間

2012 外国 病院 38 経腟 あり
出産後（次子妊娠中）にHIV感染判明。児の
妊娠中19週のHIV抗体陰性。感染経路不明。

2013 日本 診療所 37 経腟 不明
妊娠18週のHIVスクリーニング陰性。その
後異常なく正常経腟分娩 第2子妊娠時母親
のHIV感染判明 第1子感染。

2016 日本 診療所 35 経腟 あり 児からHIV感染判明

2017 外国 病院 31
緊急
帝切

なし
27週前医来院。31週採血でHIV陽性。意識
障害あり搬送。同日緊急帝王切開。

2020 日本 不明 38 経腟 あり 次子妊娠時にHIV感染判明

2022 外国 病院 39
選択的
帝切

なし
妊娠23週初診時検査陰性。36週の後期検
査でHIV陽性。



HIV母子感染 現状

妊婦へのcARTが一般的になった2000年以降、国内の分娩で

✓ 妊娠初-中期にHIV感染が判明
✓ 妊婦への抗ウイルス薬の投与（良好なウイルス量コントロール）

✓ 帝王切開分娩
✓ 児への予防投薬
✓ 児への人工栄養

全ての予防対策が行われた症例で母子感染症例はない



✓ 抗ウイルス治療
日本国内で
2000年以降
母子感染率
0％

HIVスクリーニング検査

妊婦のHIV感染の有無を確認しなければならない

✓ 選択的帝王切開

✓ 児への予防投薬

✓ 人工栄養



HIVスクリーニング検査実施率（病院）

H
IV
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
実
施
率
（
病
院
）

(%
)

全国

青森県

1999年 2021年

全国 73.2% 99.9%

青森県 87.8% 100%

県による検査公費負担廃止

41.1％



HIVスクリーニング検査実施率（診療所）

H
IV
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
実
施
率
（
診
療
所
）

(%
)

全国

青森県

2003年 2021年

全国 80.8% 99.8%

青森県 41.7% 100%



HIV以外の妊婦感染症検査実施率（病院 2021年調査）

HCV
97.3%

CT
97.5%

HTLV-1
97.6%

GBS
97.5%

TOXO
47.8%

CMV
13.5%

SARS-CoV-2
51.8%

青森県での検査率（％）

HCV 100.0

CT 100.0

HTLV-1 100.0

GBS 100.0

TOXO 21.8

CMV 2.5

SARS-CoV-2 46.9

100% 98%以上〜100%未満 95%以上〜98%未満 90%以上〜95%未満 80%以上〜90%未満

80%以上 60%以上〜80%未満 40%以上〜60%未満 20%以上〜40%未満 20%未満



HIV以外の感染症検査実施率（診療所 2021年調査）

HCV
98.0%

CT
97.7%

HTLV-1
97.6%

GBS
97.6%

TOXO
61.2%

CMV
17.3%

SARS-CoV-2
20.6%

青森県での検査率

HCV 100.0

CT 100.0

HTLV-1 100.0

GBS 99.9

TOXO 12.5

CMV 7.4

SARS-CoV-2 0.4

100% 98%以上〜100%未満 95%以上〜98%未満 90%以上〜95%未満 80%以上〜90%未満

80%以上 60%以上〜80%未満 40%以上〜60%未満 20%以上〜40%未満 20%未満



HIV母子感染全国調査

1999年の全国調査でのHIV母子感染
に対する御意見（自由記入）

その後

どのようにHIV母子感染に対応するのか
マニュアルが欲しい

• HIV母子感染予防対策マニュアル（2000年初版）
• HIV母子感染予防対策マニュアル（2022年第9版）
• HIV感染妊娠に関する診療ガイドライン（2018年初版）
• HIV感染妊娠に関する診療ガイドライン（2021年第2版）

HIV母子感染の最新の情報を単一ソース
から簡単に得ることが困難

• 「HIV母子感染全国調査研究報書」を毎年作成
• 2000年以降、全国の産婦人科・小児科病院施設に送付
• 2004年以降、保健行政（都道府県庁、保健所等）に送付
• 2007年以降、各都道府県の産婦人科医会支部に送付
• 2014年ホームページ開設（http://hivboshi.org/）

HIV感染に対する偏見をまず臨床医が
持たないように啓蒙（原文ママ）すべき

• 2001〜2008年に啓発活動（研究成果発表会）として、毎年3カ所の
都市でHIV母子感染に関する最新情報を報告

• 盛岡では2003年11月22日にマリオスで開催

妊娠初期においてHIV検査の補助があると
検査しやすい

• 2008年 厚生労働省通知「妊婦健康診査の実施について」に市町村に
よる公費負担の対象となる項目の設定にあたって斟酌すべきものとし
て「HIV抗体」が記され、ほとんどの自治体で公的補助開始

HIV感染者は子供を産むべきではない。
「私達も子供は欲しい。」というのはエゴ
である。気の毒なのは、感染しなかったと
しても親のない子になる子供の方である

• Lancet HIV. 2017 Aug;4(8):e349-e356. の報告
「HIV感染者の平均余命、治療薬により一般とほぼ変わらず」



想定される近年のHIV母子感染の原因

⚫ 妊娠中にHIV感染 ？

⚫ HIV感染発見の遅れ（未受診妊婦） ？



想定される近年のHIV母子感染の原因

⚫ 妊娠中にHIV感染 ？

⚫ HIV感染発見の遅れ（未受診妊婦） ？



妊娠中期から後期のHIV再検査（病院 2019年調査）
（術前検査などを除き、HIV母子感染予防のため検査）

妊娠中期から後期に再度HIV検査を
実施している病院数

26病院

妊娠中期から後期に再度HIV検査を
実施している病院の割合

2.9%

全例に再検査を行う必要はない

日本での妊娠中期から後期
でのHIV再検査の対象（仮）

✓ 妊娠中に性風俗産業に従事・利用、
複数のパートナーとの性行為

✓ 薬物使用（麻薬等の静注）、妊娠中
に入れ墨の施術

✓ 妊娠初期H I V検査以降に他の性感
染症検査で陽性

✓ 妊娠中にH I V感染初期症状（発熱、
頭痛、倦怠感などのインフルエンザ
様症状）



想定される近年のHIV母子感染の原因

⚫ 妊娠中にHIV感染 ？

⚫ HIV感染発見の遅れ（未受診妊婦） ？



未受診妊婦調査（病院）

全妊婦に対する未受診妊婦の割合（病院調査）

2015年 2016年 2017年 2020年

青森県
11例

（0.32%）
4例

（0.14%）
13例

（0.34%）
2例

（0.09%）

2015年
0.26%

2016年
0.24%

2017年
0.24%

2020年
0.22%



未受診妊婦調査（病院・診療所）

調査対象
未受診妊婦
分娩施設数

施設率（％） 未受診妊婦数 頻度（％）

病院

2015年 356 38.3 1,123 0.26

2016年 333 34.6 1,063 0.24

2017年 314 37.1 941 0.24

2020年 264 31.7 740 0.22

診療所

2017年 16 1.1 23 0.01

2020年 16 1.4 16 0.01



未受診妊婦調査（病院・診療所）

未受診妊婦への
HIV検査

2015年

病院

2016年

病院

2017年

病院

2017年

診療所

2020年

病院

2020年

診療所

全例に検査を実施する
（分娩前に結果が確認できる
かどうかにかかわらず）

342
96.1%

324
97.6%

294
95.1%

15
93.8%

253
95.8%

13
81.3%

全例に検査をしない
7

2.0%
0

0%
5

1.6%
1

6.3%
4

1.5%
2

12.5%

状況に応じて一部の
妊婦に検査を実施する

7
2.0%

8
2.4%

10
3.2%

0
0%

7
2.7%

1
6.3%

✓ 分娩後にHIV感染が判明しても経母乳感染は防ぐことができる。
✓ 児へのAZT投与により経産道感染を予防することができる可能性がある。

未受診妊婦のHIV検査は児の母子感染予防を考える上で必要な検査であることを
強く注意喚起すべき



HIV感染妊婦の経腟分娩

HIV感染妊娠に関する診療ガイドライン（2018年初版）

HIV感染妊娠に関する診療ガイドライン（2021年第2版）



HIV感染妊婦の経腟分娩

U = U

Undetectable = Untransmittable



HIV感染妊婦の経腟分娩

適切な治療を続けていればHIV感染しないことを意味するU＝U

Undetectable（検出限界値未満）＝ Untransmittable（HIVに感染しない）

Undetectable：HIV治療を継続することで、血中のウイルス量を検出限界未満に抑えた
状態を6ヶ月以上維持している状態

この状態にあるHIV感染者は、性行為を通じて他の人にHIVを感染させるリスクは低減



HIV感染妊婦の経腟分娩

妊婦の血中ウイルス量が

Undetectable（検出限界値未満）

ならば

児は

Untransmittable（HIVに感染しない）



HIV感染妊婦の経腟分娩

国・地域 ガイドライン記載の分娩方法（一部抜粋）

イギリス

cART を受けている妊婦は、妊娠36週時の血中HIV RNA量を考慮し
て分娩方法を決定することを推奨する。
妊娠36週時に50 copies/mL未満の場合は、産科的適応がなければ経
腟分娩（planned vaginal delivery）を推奨する。

EU
妊娠34～36週にHIV RNA量50 copies/mLを超える場合は、妊娠
38週に選択的帝王切開を実施する。

カナダ
最適な抗HIV療法が行われ、分娩までの4週間でHIV RNA量1,000 
copies/mL未満の場合は、産科的に帝王切開の適応とならなければ経
腟分娩が推奨される。

アメリカ

cART が行われ、HIV RNA 量1,000copies/mL以下の場合で、母子
感染予防目的のためだけの選択的帝王切開は、このグループでは母子感
染率が低いことや帝王切開後の合併症が増えることからルーチン的には
推奨されない。



推進

厚生労働省（？）
日本エイズ学会
エイズ研究班評価委員
HIV関連感染症内科医
など

慎重

HIV感染妊婦の分娩経験
のある多くの施設
産婦人科医・小児科医・
麻酔科医・助産師
など

HIV感染妊婦の経腟分娩

日本においてHIV感染妊婦の経腟分娩を

推奨するか否か？

結論はまだ出ていない。
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HIV母子感染全国調査に
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HIV感染妊娠と母子感染予防
http://hivboshi.org
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